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人とのつながりは、「地域のお宝」で、お互い顔の見える関係から始まる
支え合い活動です。サークル活動、趣味の仲間、ご近所さんとのお裾分け、
お茶飲み仲間は、５年後、１０年後の人生を豊かに過ごすための糧となりま
す。 あなたの今のつながりを「支え合い活動」として意識してみてください。

南矢島町 男のお茶飲み仲間

さくらんぼをお裾分け

南矢島町に住む間々田光男
さんは、15年前に奥さんを亡く
し、以来1人暮らしをしています。
近所のお仲間は光男さんを
勇気づけようと毎日お昼前に光
男さんの自宅に集まり、みんなで
お茶を飲み、昔話や近所の話、
趣味や健康の話など様々な情
報交換をしています。
お茶のみではお菓子の差し入
れや野菜のお裾分けなども行
われており、この日は光男さんが、
自宅の庭に出来たさくらんぼを
みんなにお裾分けしていました。

見守りがある安心

光男さんの家には、毎日来られる人が自然と集

まってくるため、2～3人の時もあれば、7～8人訪れ

ることもあります。また、光男さんの車がなかったり

カーテンが閉まっていたりする時は「ゴルフかな」

「医者かな」と自然な見守りがなされています。
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お問い合わせ
太田市社会福祉協議会 地域福祉係
〒373-0817 群馬県太田市飯塚町1549
TEL 0276-46-6208 FAX 0276-46-6229詳しくはこちら

男性は１人でお家に引きこもりがちですが、このように近所の仲間と関わ
りを持ち、毎日１時間でも顔を合わせることで安否確認や情報交換が自然
に行われ、光男さん宅が地域の居場所になり交流の拠点になっています。

光男さんちには
週4回～5回来
ています

光男さんの弟。
毎日お茶飲みに
来ています

毎日必ず光男さん宅に顔を
出し「おれは光男さんの
民生委員だから」
と冗談半分で話します

「人間は死ぬまで生きている
んだからお互い励まし合って
生きなければ」と話します

★あなたの地域のお宝情報を募集しています！
 「私の近所ではこんな取り組みをしている」「こん
な工夫をして気にかけ合っている」など、あなたの地
域のつながりを教えてください。情報をお持ちの方は
右記お問い合わせまでお願いします。

光男さんちのお庭の畑とお花の様子

光男さんは掃除、洗濯、買い物を全て自分でこなし、ホームヘルパーや配食
サービスなどに頼らず住み慣れたご自宅で元気に暮らしています。また、お庭
の草むしりや花の水くれをこまめに行っており、敷地内にある畑ではトマトやナ
ス、キュウリを育てご近所にお裾分けもしています。

大谷  英さん（83歳）

間々田  光男さん
（81歳）

間々田  貴男さん（76歳） 清水  雅夫さん（79歳）

小川  正宏さん（78歳）

東別所町から光
男さん宅には月
に１回～２回
来ています

野村  勝利さん（79歳）

「毎日のお茶飲み
仲間が心の支えに
なっている」と
話します
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